


〔講座日程〕　※各回１５分休憩あり
期　　日 時　　間 講 義 題

第１回 9月19日(日)
14:00～16:40
(14:00～14:10
開講式)

能の概要

第２回 9月26日(日) 14:00～16:30 代表作品の解説と鑑賞

第３回 10月３日(日) 14:00～16:30 仕舞体験

第４回 10月10日(日) 14:00～16:30 囃子体験

第５回 10月17日(日)
14:00～16:40
(16:30～16:40
閉講式)

能と西洋音楽

〔会場案内図〕

● 自家用車でお越しの方
手形キャンパス構内駐車場をご
利用ください。路上駐車はしな
いようお願いいたします。正門
から入って右手の守衛室で，空
いている駐車場をご確認願いま
● バスでお越しの方
秋田駅西口から手形キャンパス
まで所要時間約10分（運賃180
円）です。
▽路線：手形山経由大学病院線
▽乗場：秋田駅西口４番
▽下車：秋田大学前
● 徒歩でお越しの方
秋田駅東口から手形キャンパス
まで所要時間約１５分（約
1.3km）です。

平成２２年度秋田大学公開講座

「すり足」と呼ばれるような歩き方に代表されるように、
能は独特な動き方をします。どのような体の使い方をして
いるかを理解すると能の動作も理解できます。この回では
実際に体の使い方や舞の一部（仕舞）の体験を通して、能
の動き方を理解します。（無理のない範囲で行いますが、
動くのが辛い場合は見学も可能です）

能は音楽劇です。すべての演目が囃子によって進められて
いきます。能の囃子（小鼓・大鼓・太鼓）や謡の体験を通
して、能の音楽がどのように成り立っているのかを理解し
ます。（謡は観世流です）

能は生きている音楽文化として、現在でも進化し続けてい
ます。その一例として、国際日本文化研究センターの伝統
文化プロジェクトにおいて能と西洋音楽を融合する方向性
が模索されています。この企画で作曲を担当している武内
基朗氏を特別講師として招き、実際に楽曲を聴きながら能
の新たな可能性を紹介してもらいます。

能楽講座

講義概要

能について、歴史、流派、演目の分類など、基礎的な事柄
や約束事を知っていただくことで、能についての理解を深
めます。

能の様々な演目の中から、よく知られている演目、理解し
やすい演目、興味深い演目など、いくつかを取り上げて、
解説を加えながら鑑賞することで、能の見方を理解しま
す。

―鑑賞と体験を通して能に親しむ―
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